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４．全体研修の概要（１）実施概要

下記の趣旨および実施概要にて全体研修を開催。

１ 趣旨
• 合同研修会はミュージアムに関わる先進的な取組紹介や京都府ミュージアムフォーラム加盟施設の抱える課題

解決につながる講義、グループワーク等を行うことで、加盟施設の資質向上及び今後の取り組みに向けた新た
な視点の獲得を図るため、令和３年度から開催している。

• 今年度は、文化庁事業を活用して、府内11の博物館施設で取り組む「京都ミュージアム連携による博物館収蔵
資料デジタルアーカイブ推進共同事業」の取組発表をするとともに、デジタルアーカイブに関わる講師による
講義やワークショップを実施した。

• 全体研修を通して、参加者それぞれが自施設の状況に応じたデジタルアーカイブの意義を理解し、必要な技
術・知識を身につけ、今後どのように取り組みを進めていくかを具体的に描くことができる契機とした。

２ 実施概要（リアル・オンライン ハイブリッド開催）
【京都府ミュージアムフォーラム第５回合同研修会「デジタルアーカイブ全体研修」】

・日時：令和８年２月９日（月） 10:00～16:20（受付開始9:30）
・会場：京都府立京都学・歴彩館 小ホール（ 〒606-0823京都市左京区下鴨半木町1-29）
・対象：京都府内ミュージアム関係者、石川県内博物館関係者（京都府と石川県の連携協定※による）、

京都府内自治体の文化・教育担当職員
・費用：無料（要申込）
・主催：京都府・KYOTO地域文化をつなぐミュージアムプロジェクト実行委員会
・運営：「デジタルアーカイブ全体研修」運営事務局 大日本印刷株式会社（ＤＮＰ）

※ ：石川県との連携協定
令和 5 年 12 月 4 日、京都府と石川県は「文化の振興等に係る連携・協力に関する協定」を締結。博物館学芸員の交流や相互派遣等に取り組む。
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４．全体研修の概要（１）実施概要：タイムスケジュール

2026年2月9日 全体研修におけるタイムスケジュールは以下の通り。

開始予定時間 所要時間（分） プログラム

9：30 受付開始

10：00 10 開始・ガイダンス

10：10 ５ 開会挨拶

10：15 10 【報告】京都府・KYOTO 地域文化をつなぐミュージアムプロジェクト実行委員会事務局/
京都府文化生活部文化政策室 主任 中西 俊介 氏

「京都連携デジタルアーカイブ事業の取組状況について」

10：25 20 【報告】大日本印刷(株)による本取組概要

10：45 25 【発表】堀内 保彦 氏 （NPO法人フィールド 代表）
「持続可能な資料撮影・デジタル化の方法について ～実地研修の取組から～」

11：10 40 【講義】村野 正景 氏 （静岡大学情報学部情報社会学科 准教授）
「これからの博物館に求められるデジタルアーカイブ ～活用を見据えたデジタル化～」

12：00 60 昼休憩

13：00 40 【講義】内田 剛史 氏 （早稲田システム開発株式会社 代表取締役）
「多様な事例から学ぶ、デジタルアーカイブの始め方と続け方」

ーーーZOOMによるオンライン配信は終了ーーー

13：40 20 ワークショップ準備時間

14：00 50 ワークショップ1回目

14：50 10 入替え（席移動）

15：00 50 ワークショップ2回目

15：50 10 入替え（席移動）

16：00 20 総括・閉会の挨拶

16：20 退出

■ワークショップテーマ
①博物館資料の撮影実践：堀内保彦氏
②３D技術を活用したデジタル資料の活用方法：村野正景氏
③デジタルアーカイブの教育等への活用：田尻智大氏
④博物館デジタルアーカイブ計画づくり：内田剛史氏
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４．全体研修の概要（１）実施概要：会場風景

▲会場の様子

▲昼食休憩中の交流

▲開会のご挨拶

▲講義中の様子 質疑応答

▲事業報告の様子

▲ワークショップのまとめ、閉会
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４．全体研修の概要（２）各講義概要：実行委員会からの報告

京都連携デジタルアーカイブ事業の取組状況についての報告

KYOTO 地域文化をつなぐミュージアムプロジェクト実行委員会事務局
/京都府文化生活部文化政策室 主任 中西俊介

大日本印刷株式会社 冨塚佑樹

京都府内11施設のミュージアムが連携
し、デジタルアーカイブ事業を推進。
人材育成と持続可能性を重視し、現場
職員が撮影技術を学ぶ体制を構築。小
規模施設であっても資料を国のプラッ
トフォームで公開することを目指し、
まずは「やってみる」精神で課題に挑
戦した。

11施設でのデジタルアーカイブ事業を
マネジメントした内容を施設ごとに報
告。
職員向け研修と大量資料の効率的撮影
を両立し、デジタル化を完了。
現場の意欲や課題（人手・予算・機材
運用）を把握し、今後も自走できる体
制づくりの重要性を強調した。
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４．全体研修の概要（２）各講義概要：外部講師による講義

内田 剛史 氏 早稲田システム開発株式会社 代表取締役

講演：多様な事例から学ぶ、デジタルアーカイブの始め方と続け方

村野 正景 氏 静岡大学 情報学部 情報社会学科 准教授

講演：これからの博物館に求められるデジタルアーカイブ～活用を見据えたデジタル化～

堀内 保彦 氏 NPO法人フィールド 代表

発表： 持続可能な資料撮影・デジタル化の方法について～実地研修の取組から～

学芸員が短時間で基礎画像をストックでき
る撮影手法を指導。フェザードライティン
グやテザーモード撮影、ピクセルシフト撮
影など現場に即した技術を紹介。ファイル
名やメタデータ管理の重要性も強調し、持
続可能なデジタル化を提案した。

デジタルアーカイブは単なるデータ蓄積で
なく、知識が更新され続ける公共財と捉え
るべきと提言。公開は完璧を求めず、まず
は目録レベルでも進め、社会と共に知識を
育てる「完成させない」オープンプラット
フォームの重要性を説いた。

小規模館の現場目線で、目録作成やデジタ
ル化の壁・継続の壁を具体的事例とともに
解説。Excel活用や箱単位の目録化、公開
ルールの工夫など、無理なく一歩踏み出す
ための実践的なアクションプラン作成の重
要性を示した。
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４．全体研修の概要（３）ワークショップ概要

堀内 保彦 氏 NPO法人フィールド 代表

●博物館資料の撮影実践
京都連携デジタルアーカイブ事業の実地研修で使用した撮影セッ
トを会場内に持ち込み、11施設以外の参加施設の方にも実地研修
と同様に撮影・デジタル化の方法を学ぶ体験を提供。

村野 正景 氏 静岡大学 情報学部 情報社会学科 准教授

● ３D技術を活用したデジタル資料の活用方法
丹後震災遺構などの3D化データを空間再現ディスプレイで体験。

さらに、簡便な3D化手法のお試し、古写真のAIを用いた映像生成、
他の産業への技術展開等について紹介し、博物館におけるデジタ
ルデータの活用について意見交換を実施。
（協力：株式会社エリジオン、株式会社ＮＸワンビシアーカイブズ）

内田 剛史 氏 早稲田システム開発株式会社 代表取締役

田尻 智大 氏 大日本印刷株式会社

●デジタルアーカイブの教育等への活用
デジタル化した資料のデータの利活用方法として、主に「教育」
をテーマに、多様な事例を展示と共にご紹介し、参加者の皆様に
自館での具体的な活用イメージを描いていただくワークショップ
を実施。

●博物館デジタルアーカイブ計画づくり
自館での「デジタルアーカイブの計画づくり」について、ワー

クシートを用いて具体的なアクションプランを策定、参加施設の
皆様と共にブラッシュアップをするワークショップを実施。



京都ミュージアム連携による博物館収蔵資料デジタルアーカイブ推進事業

【小規模ミュージアムのDX推進に関するレポート】

148

４．全体研修の概要（４）参加者およびアンケート結果

全体研修の研修会場における参加者数は27名。
No 所属 氏名 出欠

1回目
WS

2回目
WS

1 京都府立植物園 副主査 津田 桂子 〇 村野氏 田尻

2 京都国立近代美術館 山脇 文香 〇 村野氏 内田氏

3 京都府立丹後郷土資料館 資料課長 松尾 史子
〇

※PM
のみ

村野氏 内田氏

4 京都文化博物館 山崎 頼人
〇

※AM
のみ

村野氏 内田氏

5 京都国立近代美術館 研究員 池澤 茉莉 〇 村野氏 堀内氏

6
同志社大学同志社社史資料
センター

社史資料調査員 冨田 知恵子 〇 村野氏 堀内氏

7 細辻伊兵衛美術館 学芸員 木村 和志 〇 村野氏 堀内氏

8 亀岡市文化資料館 石田 知佐子 〇 田尻氏 村野氏

9
京丹後市教育委員会文化財
保存活用課

主任 奥 勇介
×

※オンライン
に変更

田尻氏 村野氏

10 京都府立堂本印象美術館 森 麻紀子 〇 田尻氏 村野氏

11 京都府立丹後郷土資料館 技師 杉田 真菜 〇 田尻氏 内田氏

12 京都文化博物館 主任学芸員 西山 剛 × 田尻氏 内田氏

13
宇治市源氏物語ミュージア
ム

主任 藤岡 琢矢 〇 田尻氏 堀内氏

14 漢検 漢字博物館・図書館 副館長 中村 真樹 〇 田尻氏 堀内氏

15 亀岡市文化資料館
文化資料館主幹
飛鳥 井拓

〇 内田氏 村野氏

16 京都府立堂本印象美術館 谷本 栄作 〇 内田氏 村野氏

17 大山崎町歴史資料館 館長 福島 克彦 〇 内田氏 田尻氏

18
きょうと生物多様性セン
ター

コーディネーター 松村 直子 〇 内田氏 田尻氏

19 京都府立植物園 会計年度職員 市原 裕子 〇 内田氏 田尻氏

20 細辻伊兵衛美術館 学芸員 齋藤 真樹子 〇 内田氏 田尻氏

21 向日市文化資料館 主幹 横山 由美子 〇 内田氏 田尻氏

22 京都芸術大学 芸術館 学芸員 梶原 誠太郎 〇 堀内氏 村野氏

23 京都花園教会水族館 館長 篠澤 俊一郎 〇 堀内氏 村野氏

No 所属 氏名 出欠
1回目
WS

2回目
WS

24 無鄰菴/岩倉具視幽棲旧宅 主任学芸員 重岡 伸泰 〇 堀内氏 村野氏

25 京都市青少年科学センター 展示係長 中井 祥平 〇 堀内氏 田尻氏

26
精華町教育委員会（デジタ
ルミュージアム「せいか
舎」）

主事 金澤 木綿 〇 堀内氏 田尻氏

27
京都国際マンガミュージア
ム

司書 有澤 里佳 〇 堀内氏 内田氏

28 京都府立京都学・歴彩館 会計年度職員 田坪 賢人 〇 堀内氏 内田氏

29 京都府立丹後郷土資料館 技師 齋藤 冬華 〇 堀内氏 内田氏
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４．全体研修の概要（４）参加者およびアンケート結果

全体研修のオンライン配信における参加者数は23名。

No 所属 氏名 出欠

1 宮津市教育委員会 主査 鶴岡衛大 〇

2 龍谷ミュージアム 事務職員 徳力憲正 ×

3 仁和寺霊宝館 管財課 朝川美幸 ×

4 有斐斎弘道館 阪口雅美 〇

5
古典の日記念 京都市平安京創生館
（京都アスニー 事業係）

山下佳那子 〇

6
古典の日記念京都市平安京創生館
（京都アスニー事業係）

係長 大西香衣 〇

7
古典の日記念 京都市平安京創生館
（京都アスニー事業係）

五十嵐浩子 ×

8 京都芸術大学 芸術館 専任講師・学芸員 前川志織 〇

9 京都精華大学ギャラリーTerra-S 学芸員 伊藤まゆみ 〇

10 環境省京都御苑管理事務所 久保田佳子 〇

11 宇治市歴史資料館 主任 大塚朋世 〇

12 福知山市議会 議員 イシワタマリ 〇

13 京都産業大学ギャラリー 学芸員 川嶋美貴子 〇

14 前田土佐守家資料館 学芸員 岡野有里香 ×

15 石川県文化観光スポーツ部文化振興課 担当課長 山川恵子 〇

16 金沢市役所 文化政策課 主任 小寺博志 〇

17 金沢市文化スポーツ局文化政策課 主査 宮下裕樹 〇

18 石川県立美術館 学芸主任 中澤菜見子 〇

19 京都産業大学ギャラリー 学芸員 三木 〇

20
京都府自然環境保全課
（きょうと生物多様性センター）

主幹兼係長 中島瞳 ×

21 舞鶴市郷土資料館 矢内悠葵 ×

22 グンゼ博物苑 職員 天橋歩 〇

No 所属 氏名 出欠

1 舞鶴市立赤れんが博物館 矢野 〇

2 舞鶴市郷土資料館 小室 〇

3 京丹後市教育委員会文化財保存活用課 主任 奥勇介 〇

4 文化財保護課 石崎 〇

5 京都市教育委員会 冨原 〇

６ 文化庁 中尾 〇

７ 文化庁 阿部 〇

※事前申込の無い当日参加者(7名)
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４．全体研修の概要（４）参加者およびアンケート結果

全体研修終了後、リアル・オンライン双方の参加者に対し、アンケート調査を実施。




